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ロジウム鉄抵抗温度計は各国の計量標準機関において、現在の温度標準である 1990年国際温度

目盛(ITS-90)で規定されているヘリウムの気体温度計やヘリウムの蒸気圧により実現される 25 K

以下での温度目盛の維持•管理に用いられており、上記 ITS-90 の温度目盛の国際比較にも使用さ

れている温度計である[1]。産総研においても、ヘリウムの気体温度計や蒸気圧により実現された

25 K以下の ITS-90の温度目盛の維持管理•標準供給は、ロジウム鉄抵抗温度計を用いて行ってい

る[2]。一方、産総研ではこれまで、ロジウム鉄抵抗温度計に対して、25 K以上での温度範囲にお

いて ITS-90を基準にした温度特性の調査を行っていなかった。 

そこで、今回我々は、産総研において ITS-90に従って実現された、14 K-273Kまでの白金抵抗

温度計による温度目盛を基準に、14 K -273 Kの温度範囲でロジウム鉄抵抗温度計を比較測定によ

り校正し、その温度依存性の調査を行った。比較測定は産総研が白金抵抗温度計の標準供給で用

いるシステムを使用した[3]。また、ロジウム鉄抵抗温度計の抵抗は、直流抵抗ブリッジを用いて

測定を行っているが、測定電流としては 0.5 mAと 0.5√2 mAの２電流を用いて、自己加熱による

影響を補正することで 0 mAでの抵抗を求めている。 

図に今回得られたロジウム鉄抵抗温度計の抵抗の温度

依存性を示す。縦軸が抵抗温度計の抵抗、横軸が温度であ

る。この温度特性を、25 K を境に２つの温度範囲に分け

て多項式によりフィッティングを行った。その結果、14 

K-25 K では 4 次以上の多項式を用いることでデータと多

項式の残差が 0.1 mK以内になることが分かった。一方、

25 K以上では、14次以上の多項式で 0.5 mK程度の残差に

なることが分かった。また、産総研では同温度範囲にて、白金コバルト抵抗温度計でも特性試験

を行い、その抵抗の温度依存性が上記ロジウム鉄抵抗温度計と同程度の残差で多項式フィット出

来ることを明らかにしている[4]。本講演ではその結果についても報告する予定である。 
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